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研究分野：日本語教育 
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国際教育連携 
 
１．研究計画の概要 

外国からの移住者と受け入れ住民が新た 

な社会を形成するために必要な共通言語の

枠組みを、海外の研究者・実践者と情報交

換を行いながら構築し、提案する。具体的

には、以下の 3点についてである。 

(1)多文化社会における共通言語の内容      

(2)移住者に対する共通言語教育方法 

(3)受け入れ住民に対する共通言語教育方法 
 
２．研究の進捗状況 
 ドイツ、フランス、韓国、台湾に調査に出 

向き、移民に対する言語施策、教育内容、方 

法、教員養成について研究者・実践者・行政 

担当者等から情報収集を行った。その結果、 

以下のことが明らかになった。 

(1)各国とも移住者の社会統合にとって言語

能力の重要性が認識されるようになり、政

策席に受け入れ社会の言語能力の習得を求

める傾向が強まっている。 

(2)一方、調査対象国における移住者対象の言

語教育施策は歴史が浅く、その成果・事業

効果については検証中であるが、移住者の

言語習得を促進させる効果は認められるよ

うになっており、その結果、移住者と受け

入れ住民とのコミュニケーションの重要性

が認識されるように変化した。 

(3)移住者に対する言語教育の成否は教育現

場の教師の質にかかっているが、教育現場

では優秀な教師が不足している。移住者対

象の第二言語教育者の育成が必要であり、

その効果的・実践的な養成方法の研究が急

がれる。 

(4)移住者の言語教育施策や方法については 

各国ともある程度の枠組みがあるが、受け 

入れ住民側の教育は異文化理解教育にとど 

まっている。 

なお、各国で収集した文献等はデータベー 

ス化してリストの蓄積を行った。さらに、韓 

国、ドイツに出向き、共同研究会を開催し、 

多文化社会における共通言語教育の枠組み、 

教師教育について情報交換を行った。また、 

フランスの研究者を日本に招へいし、公開研 

究会を 08 年、09 年度末に開催し、同じく情 

報交換を深め、その成果については口頭およ 

び論文等で公開した。（研究成果参照） 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

計画通り情報収集は進み、参考資料の蓄
積を行っている。研究者交流のための研究
会等も国内２回、海外で３回開催し、共通
言語教育の枠組み作成のための基礎資料等
は収集した。しかし、2011 年 3 月の東日本
大震災の影響により、研究者交流の一部が
延期となり、最終年度に持ち越した部分も
ある。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、これまで蓄積した情報を分 
析・統合し、移住者と受け入れ社会のコミュ 
ニケーションの促進に資する共通言語教育 
の枠組みを構築する。また、震災の影響によ 
り当初 6月に国内で開催予定していた国際研 
究集会を年度末に行うが、その際には研究成 
果として共通言語教育の在り方について提 
言を行う。また、各種学会、投稿論文等を通 
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じて成果発表を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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〔その他〕 

Youtube による講演公開 
①『国際研究集会 2009：外国語教育の文脈化』 
講演記録（2009年4月6日：京都大学） 

西山教行

http://youtu.be/watch?v=9HQ2gXZ_RPQ
&feature=relmfu 

松岡洋子 
http://www.youtube.com/watch?v=skyY7-R

4osw 
②『国際研究集会:移民の言語教育と教師の資

質』講演記録（2009 年 6 月 27 日：京都大

学）

http://www.youtube.com/watch?v=awpQE
Kigtuk 


